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第 4表   トマ ト圃場におけるベンツイミダゾール系剤の散布回数と同剤耐性菌検出率の年次推移

年次
耐性菌

検出率

ベ ンツ イ ミダ ゾー ル系剤 の散布 回数 計

　
場

合

　
圃0回 1～2回 3～5回 6回以上

0% 2個 所 28.6%
10--40     3     42.8

50-90   0
100      2      28.6

4ヽ 計  7

1個所  6.7%
4    26.7

4      26.7

6   40.0
15

1個所  ア.1%

1    7.1
1   7.1
11   73.6
14

0個所

0

0

9

9   100

4個所  8.9%
8      17.8

5   11.1
28    62.2

45

0   2
10-40   4
50-90   3

100  5
小 計  14

3     8.8

6   17.6
6   17.6
19    55.9

34

14.3

28.6

21.4

35.7

8.3

16.7

25.0

50.0

1

2

3

6

12

0

0

0

4

4

0

0

0

4

4

0   2
10-40   6
50-90   3

100      1

4ヽ 計  12

3   11.5
7   26.9
6   23.1

10     38.5

26

16.7

50.0

25.0

8.3

12.5

12.5

25.0

50.0

50.0

50.0

1

1

2

4

8

0

0

0

4

4

0

0

1

1

2

第 5表 トマ ト圃場におけるジカルボキシイミド系剤耐性灰色かび病菌の発生と

同系剤散布回数との関係 ('82年 )

圃場別耐性

菌 検 出 率

検 定

圃場数

同 左

割 合

散 布 回 数 別 圃 場 数

0回 (不明)

0% 5個所  18.5%
2      7.4
2      7.4
18     66.7

1

0

0

0

1

2

0

0

2

0

0

4

1

0

1

1

0

0

1

2

0

0

0

2

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

(0)

(0)

(0)

(6)

40--50

75--30

100

'79年には検定しなかったが,'80年の検定では トマ ト病

果150果のうち1果から分離した菌株が耐性を示し, キ

ュウリ32果からは耐性菌が検出されなかった。 '81年に

は, トマ ト151果中4果 (3/30個所)か ら, キュウリ59

果中15果 (3/12個所)か ら耐性菌が検出された。'82年 に

は トマ ト145果 中106果 (73.1%)か ら,耐性菌が検出さ

れた。試料採取時までのジカルボキシイミド系剤の合計

使用回数と,耐陛菌検出率との関係を第 5表に示した。

耐性菌の検出されない圃場は使用回数が 3回以内であっ

た。 5回以上使用した圃場 6個所は,すべて耐性菌が検

出された。2～ 3回の場合は圃場によって大幅な差が見

られた。つぎに, トマ ト圃場における薬剤散布と発病果

数,お よび両系剤耐性菌の発生状況を調べた (第 2図 )。

発病は3月 に入って増加し,4月 に入って減少している。

ベンツイミダゾール系剤は散布しなかったが,同系剤耐

性菌は3月 に入ると発生し始め (50%),その後増加し

ながら最終的には100%耐性菌となった。ジカルボキシ

イミド系剤耐性菌は発病が多く見られた3月 下旬から発

生し,ベ ンツイミダーゾル系剤耐性に遅れて増加した。

なお, ジカルボキシイミド系剤 3回散布後に同剤耐性菌

が発生し,4回散布後に100%耐性化した。これらの実験

を通して検出されたジカルボキシイミド系剤耐性菌は,

すべてベンツイミダゾール系剤にも耐性を示した。

Ⅳ 考   察

灰色かび病に高い防除効果を示したベンツイミダゾー

ル (3)系剤 (ベ ノミルとチオファネー トメチル剤)に
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たが(16),本調査や国外の例(6,7)で も明らかなとおり,圃

場で発生したD系剤耐性菌のほとんとがB系剤にも耐性

を示すことから,複合耐性化あるいは多剤耐性化してい

るものと考えられる。本調査において,D系剤耐性菌が

100%発生していた圃場は,D系剤を2回以上使用してお

り, とくに 5回以上使用している圃場では,すべてD系

剤耐性菌となっていた。反面,D系剤耐性菌の発生して

いない圃場は,すべて 3回以下の使用であった。同一回

数 (2回 とか3回)で耐性菌率が大幅に異なる原因につ

いては,他の殺菌剤を合めた薬剤の散布体系や灰色かび

病菌の中での,薬剤感受性についての系統差という面か

らも詳細に検討する必要がある。この関係を検討する手

始めとして,B系剤を使用しない圃場での耐性菌の発生

推移について調べたところ,D系剤耐性菌に先立ってB

系剤耐性菌の発生が見られ,D系剤 4回散布によりすべ

て複合耐性菌となった。このことは, トマ ト圃場でB系

剤の使用が減少するにつれて,B系 剤耐性菌も'81年 まで

減少の傾向にあったのに,'82年 に再び増加する傾向にあ

る事と関連するものと考えられる。      ′

以上のように,B系剤とD系剤に耐性を示す複合耐性

菌あるいは多剤耐性菌の出現によって,再び灰色かび病

の防除対策 |ま 困難を極めることになった。今後は,これ

ら耐性菌の薬剤感受性を中心とした諸性状を検討して,

効果の高い薬剤や負の交差耐性を示す薬剤の探索を進め

る一方,圃場衛生や多湿条件の回避など耕種的な面から

も発病を少なくする努力をすることが重要になろう。さ

らに,現場における薬剤散布体系と耐性菌発生率の相違

についても解析を進める必要がある。

V 摘

i979～ '82年に,神奈川県における施設栽培の トマ トと

キュウリおよび露地栽培のキャベツについて灰色かび病

を対象とし,ベ ンツイミダゾール系剤とジカルボキシイ

ミド系剤耐性菌の発生について調べた。

(1)ベ ンツイミダゾール系剤耐性菌は, トマ トとキュ

ウリでは72.7～ 88.9%と 高率に発生していたが,キ ャベ

ツでは9.6%と 発生が少なかった。

121 ベンツイミダゾーノ́系剤の散布回数が 3回以上の

圃場では,同系剤の耐性菌率は高かったが,散布回数の

少ない場合は圃場によって耐性菌率に大差が見られた。

(0 トマ トにおけるジカルボキシイミド系剤耐性菌の

発生は,′80年にはほとんど見られなかったが,'82年 には

高率に認められた。なお,同系剤散布回数の多い程耐性

菌率は高い傾向を示した。

141 ベンツイミダゾール系剤を散布しなくても, ジカ

ルボキシイミド系剤を散布することにより,両系剤の耐

性菌が発生した。

151 トマ トとキュウリに発生したジカルボキシイミド

系剤耐性菌は,そのいずれもがベンツイミダゾール系剤

に対しても耐性を示した。
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Summary

Since 1979 t0 1982 0CCurence of strains of Bo′ η―

′′scグπ
“

α resistance to both of benzilnidazole(beno一

myl and thiophanate‐ methyl)and didarboximide(ip―

rodione, procymidone and vinCIOZ。 lin) fungicides

was investigated oi tomatoes and cucumbers in

greenhouses, and on cabbages in the fields of

kanagawa prefecturO.

(1)On tomatoes and cucumbers,resistant strains

to benzimidazoles were isolated at the high― rate

Of 72.7 and 88.9%, but On cabbages was the low―

rate of 9 6%.

12)Resistant strains were isolated at high‐ rate

in the greenhouses spraying the benziinidazoles more

than 3 tiines, but in the gr6ё nhouses of non or few

spraying were uncertainly isolated from low to

high‐ rate.

(31 The reSiStant strains to the dicarbo対 mides

were detected only l by 150 SampleS On tomatoes

in 1980, but the resistant strains were detected lo6

by 145 Samples collected in 1982.  The resistant

strains in greenhouses sprayed more than 5 tilnes

of dicarboxiinides■ ere isolated fron■  all samples.

141 By appliCatiOn of the dicarboximides on

tomatoes in greenhouses, even did not appHcate

the benzimidazoles were isolated resistant stFainS

to both fungicides.

(5)An dicarboxirnide resistant strains isolated

from tomatoes and cucumbers also resisted to the

benzimidazoles.


